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　令和 7 年 10 月号。令和７年 9 月
30 日（火）。発行回数，毎月１回，年
12 回。社会福祉法人かやの実社かや
の実保育園。東京都羽村市栄町二丁目
一番五号。
電話：042-555-0458
Fax：042-579-2553
URL：www.kayanomi.or.jp
Mail：kayanomi@kayanomi.or.jp

今月の主な内容
　お知らせ
  10 月の行事予定
  11 月の主な行事

　編集後記

10 月の行事予定

10 月 3 日㈮　太鼓指導（らいおん）
10 月 6 日㈪　十五夜，団子作り（ら
いおん）
　お供えする団子を作ります。
10 月 8 日㈬　しいたけ軸取り（うさ
ぎ）
10 月 9 日㈭　クッキー作り（らいお
ん）
　宿泊保育の軽食として持っていく
クッキーを作ります。
10 月 10 日㈮　宿泊保育（らいおん）
　電車，バスで養沢センターに出かけ，
みんなで一緒にお泊まりをします。ワ
クワク，ドキドキの２日間を過ごしま
す！
10 月 11 日㈯　宿泊保育
10 月 13 日㈪　スポーツの日（休園）
10 月 15 日㈬　青空給食，らいおん
組観劇
　福生市民会館に角笛シルエット劇場
の観劇に出かけます。
10 月 16 日㈭　懇談会（ひよこ）
10月 17日㈮　太鼓指導（らいおん）
10月 21日㈫　0歳児健診
10月 22日㈬　しいたけ軸取り（う
さぎ）
10月 23日㈭　さつまいも掘り，花
いちもんめ
10月 24日㈮　郷土料理（静岡県）
10月 27日㈪　芋の型抜き（うさぎ）
　さつまいもを型抜きして，ホットプ
レートで焼いて食べます。
10月29日㈬　栄町長寿会敬老会（ら
いおん）
　太鼓やわらべうた遊びをします。
茶巾絞り

10月 30日㈭　芋汁材料切り（きり
ん，らいおん）
　皮むき器や包丁を使って材料の準備
をします。
こんにゃくちぎり（たぬき）
10 月 31 日㈮　芋煮会
　みんなが掘ったさつまいもや調理し
た野菜を入れて芋汁を作ります。

11月の主な行事
11 月 5日㈬：のりまき作り
6日㈭ : 遠足
13日㈭ : 花いちもんめ
14日㈮：太鼓指導　七五三
19日㈬：のりまき作り
21日㈮ : 太鼓
22日㈯：保育展
28日㈮：全園児健診

はじめに

　

秋が深まり山の幸がおいしい季節とな
りました。紅葉は今年はどうなります
でしょうか。10月は寒暖の差が激し
く風邪をひきやすくなりますので，皆
さん体調の管理には十分ご注意くださ
い。

　この便りは，かやの実保育園の行事
や連絡事項をお知らせするもので，毎
月１回発行します。毎月の記事のほか
に重要なお知らせもありますので，必
ずご覧下さい。また，皆さんからの原
稿やイラスト等の投稿もお受けします
ので，ぜひご応募下さい。
　ほかにも各クラスや担当で「〜だよ
り」を発行していますので，そちらも
ご覧くださるようお願いします。

社会福祉法人かやの実社かやの実保育園

令和７年10月
かやの実っ子便り
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お願い、お知らせ
○保育園継続について
受付期間：令和７年１０月６日（月）〜
１０月１６日（木）
注意事項をよく読み、忘れずに保育園へ
提出をお願いします。
１児童につき１封筒ご提出ください。

○補助金の活用について
今年度も木育の補助金を東京都に申請し
ました。無事選定されましたので、幼児
クラスを対象に木育遠足、木工教室を計
画し、進めていきます。
この補助金は今年度から３年に一度の申
請に変わりました。来年度、再来年度は
受けられません。

○	 職場体験
日時　１０月２０日（月）〜２４日（金）
羽村第一中学校２年生３名
　　　　職場体験に来ますので宜しくお
願いします。

お礼
署名（子どものより良い育ちと子育て支
援の充実、保育園や認定こども園の保育
をよりよくするための要望）ご協力につ
いて
署名 95 名、カンパ金 8,500 円。東京
都民間保育協会に送付送金しました。ご
協力ありがとうございました。今後とも
よろしくお願い申し上げます。

後記
　秋の陽はつるべ落とし。井戸の水を汲
む「つるべ」がストンと落ちる様を例え
て、秋は陽が落ちるのが早く、昼から夜
への境目が突然やってくることを表して
います。もっとも、今では「つるべ」が
どんなものか知る人が少なく、なかなか
情緒豊かな表現なのに、実感としてはわ
かりづらくなっているのが残念なことで
す。
　さて，かやの実保育園で大切にしてい
る保育のひとつに幼児クラスの異年齢保
育があります。私たちが子どもの頃は，
近所の子どもたちと年齢は関係なく、大
きい子小さい子みんな一緒に遊んだもの
です。必ずガキ大将がいて、その大将を
中心に男女問わず、かなり小さい子まで
みんなでけんかをしたり助け合ったり、
そこには小さな「社会」がありました。
しかし，現代社会においてこのような環
境はできにくくなっています。子ども同
士で夕方暗くなるまで外で遊ぶこと自体
が難しいですし，近所の関わりといって
もごく一部の関わりに留まってしまって
いるようです。せめて，保育園で生活し
ている間は大きい子が小さい子の面倒を
みたり，小さい子は大きい子の真似をし
たり，時には理不尽なことが起こったり
する中で子どもなりに折り合いを付け，
危険を回避したり，思いやる心などが
育っていく，昔でいえば子どもの集まる
空地、公園のような場所であってほしい，
そう願っています。そんなわけでかやの
実保育園では、意図的に異年齢保育をす
すめています。

　暑くも寒くもなく、何を食べても美
味しい秋。今年もらいおん組で米を
作っています。そろそろ収穫かな？こ
れから芋掘りや芋煮会、たくさん行事
があります。みんなで楽しく過ごした
いと思っています。

以上

　


